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導入マンション（提供：Terra Motors）

排出CO2削減と災害対策の両方に有効な、EVによる
電動化のイメージ（提供：日産自動車）

製品に使用される日産リーフの再生バッ
テリーセル（左）と開発中の製品イメージ

（提供：日産自動車）

奈良県上牧町、日産自動車、奈良日産自動
車の3者による包括連携協定締結の様子

（提供：日産自動車）
←既

設
マ
ン
シ
ョ
ン
へ
の
無
料
設
置
第
一
号
、

北
海
道
札
幌
市
の
賃
貸
マ
ン
シ
ョ
ン
に
決
定

充
電
イ
ン
フ
ラ
・
設
置
工
事
・
管
理
運
営
の
一
括
提
供
サ
ー
ビ
ス

テ
ラ
モ
ー
タ
ー
ズ

電
気
自
動
車
（
Ｅ
Ｖ
）
ス

タ
ー
ト
ア
ッ
プ
の
テ
ラ
モ
ー

タ
ー
ズ
（
東
京
都
千
代
田

区
）
は
、
４
月
よ
り
開
始
し

た
Ｅ
Ｖ
充
電
イ
ン
フ
ラ
事
業

「
Ｔ
ｅ
ｒ
ｒ
ａ 

Ｃ
ｈ
ａ
ｒ
ｇ

ｅ
（
テ
ラ
チ
ャ
ー
ジ
）」

で
、
既
設
マ
ン
シ
ョ
ン
へ
の

無
料
設
置
第
一
号
が
北
海
道

札
幌
市
の
賃
貸
マ
ン
シ
ョ
ン

（
総
戸
数
14
戸
）
に
決
定
し

は
Ｅ
Ｖ
充
電
用
の
ス
マ
ー
ト

コ
ン
セ
ン
ト
や
、
充
電
時
間

の
設
定
や
料
金
決
済
を
行
う

専
用
ア
プ
リ
、
管
理
ク
ラ
ウ

ド
な
ど
充
電
イ
ン
フ
ラ
の
ほ

か
、
設
置
工
事
、
ハ
ー
ド
お

よ
び
ソ
フ
ト
の
管
理
運
営
ま

で
を
一
括
し
て
提
供
す
る
サ

ー
ビ
ス
。
充
電
設
備
の
設
置

に
必
要
な
マ
ン
シ
ョ
ン
管
理

組
合
へ
の
説
明
な
ど
も
行

う
。
既
設
マ
ン
シ
ョ
ン
に
は

初
期
コ
ス
ト
無
料
で
提
供
す

資
産
価
値
を
向
上
で
き
る
。

ま
た
分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン
で

は
４
月
12
日
に
は
、
グ
ル
ー

プ
会
社
で
ウ
ェ
ブ
に
よ
る
屋

根
修
繕
の
マ
ッ
チ
ン
グ
サ
ー

ビ
ス
な
ど
を
手
掛
け
る
Ｔ
ｅ

ｒ
ｒ
ａ 

Ｄ
Ｘ 

Ｓ
ｏ
ｌ
ｕ
ｔ

ｉ
ｏ
ｎ
ｓ
（
東
京
都
渋
谷

区
）
と
連
携
し
、
全
国
で
の

電
気
工
事
網
を
整
備
し
た
と

も
発
表
。
６
４
７
社
の
電
気

工
事
会
社
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
に
よ
り
、
テ
ラ
チ
ャ
ー
ジ

が
全
国
で
迅
速
に
利
用
で
き

る
こ
と
を
目
指
す
。

た
と
発
表
し
た
。

テ
ラ
チ
ャ
ー
ジ

は
、
無
料
設
置

な
の
で
住
民
の

合
意
が
得
や
す

い
こ
と
が
予
想

さ
れ
る
。

さ
ら
に
同
社

る
。
管
理
コ
ス
ト

も
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要
な
う
え
、

Ｅ
Ｖ
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充
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に
使

用
し
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電
気
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金
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か
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ナ
ー
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れ
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ば
賃
貸
マ

ン
シ
ョ
ン
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れ

ば
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ー
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携
協
定
締
結

奈
良
県
上
牧
町
／
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動
車
、
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良
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産
自
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４
月
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電
気
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Ｅ
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ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
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域

上
牧
町
は
、
策
定
し
た
上

牧
町
第
５
次
総
合
計
画
（
後

期
基
本
計
画
）
に
お
い
て
、

住
民
福
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市
イ
ン
フ
ラ

の
充
実
、
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業
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な
ど
の
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施
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。
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約

づ
く
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に
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。

２
・
２
万
人
の
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人
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は

既
に
減
少
に
転
じ
て
い
る

が
、
諸
施
策
に
よ
り
２
０
６

０
年
の
町
民
人
口
を
１
万
８

０
０
０
人
に
食
い
止
め
る
と

の
方
針
を
示
し
て
い
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。
総

合
計
画
の
基
本
コ
ン
セ
プ
ト

に
は
「
持
続
可
能
な
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会
の

実
現
」
が
あ
り
、
各
基
本
施

策
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ベ
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で
「
関
連
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る
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
」
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し
て
お

り
、
環
境
対
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、
再
エ
ネ
普

及
、
地
域
活
性
化
、
災
害
対

策
な
ど
の
取
り
組
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進
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る
。

今
般
合
意
し
た
日
産
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の

連
携
で
は
、
総
合
計
画
に
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い
、
町
の
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炭
素
化
に
向
け

て
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室
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果
ガ
ス
（
Ｇ
Ｈ
Ｇ
）

の
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対
策
と
し
て
有
効
な

に
効
果
的
な
Ｅ
Ｖ
の
使
い
方

や
デ
ー
タ
な
ど
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供
す
る

こ
と
で
、
町
の
再
エ
ネ
普
及

の
取
り
組
み
に
協
力
す
る
。

災
害
対
策
で
も
Ｅ
Ｖ
活
用

を
念
頭
に
置
い
た
協
力
が
検

討
さ
れ
る
。
上
牧
町
で
災
害

を
起
因
と
す
る
停
電
が
発
生

し
た
際
、
町
指
定
の
避
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所

な
ど
に
対
し
て
奈
良
日
産
の

店
舗
に
配
備
し
て
い
る
日
産

の
Ｅ
Ｖ
「
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ー
フ
」
を
無
償

で
貸
与
。
Ｅ
Ｖ
か
ら
の
外
部

給
電
に
よ
り
、
避
難
所
な
ど

で
継
続
し
て
電
力
が
利
用
・

供
給
で
き
る
体
制
を
整
え
、

町
民
の
生
命
及
び
身
体
の
安

全
確
保
を
図
る
。

上
牧
町
は
今
後
、
こ
れ
ら

の
協
定
に
基
づ
く
取
り
組
み

の
推
進
の
た
め
に
、
公
用
車

へ
の
Ｅ
Ｖ
採
用
や
、
Ｅ
Ｖ
か

ら
の
外
部
給
電
用
の
可
搬
型

給
電
器
導
入
を
進
め
、
環

境
・
防
災
力
向
上
に
努
め
る

方
針
だ
。

日
産
は
本
件
と
同
様
に
、

Ｅ
Ｖ
の
活
用
拡
大
・
電
動
化

拡
大
に
よ
り
地
域
の
諸
課
題

解
決
を
目
指
す
た
め
、
自
治

体
・
企
業
と
連
携
す
る
「
ブ

ル
ー
・
ス
イ
ッ
チ
」
の
活
動

を
続
け
て
い
る
。
上
牧
町
と

の
連
携
協
定
締
結
に
よ
り
ブ

ル
ー
・
ス
イ
ッ
チ
の
事
例
は

合
計
で
１
７
８
件
と
な
っ
た
。

Ｅ
Ｖ
の
計
画
的
な
整
備
や
町

内
の
Ｅ
Ｖ
普
及
に
向
け
た
諸

施
策
を
実
施
す
る
。
ま
た
、

日
産
・
奈
良
日
産
と
共
に
、

環
境
教
育
の
実
施
及
び
町
の

イ
ベ
ン
ト
な
ど
で
使
用
す
る

電
力
を
Ｅ
Ｖ
か
ら
供
給
す
る

な
ど
の
取
り
組
み
で
、
町
民

の
環
境
意
識
向
上
を
目
指
す
。

再
エ
ネ
に
関
し
て
は
、
日
産

と
奈
良
日
産
が
、
余
剰
電
力

の
蓄
電
な
ど
再
エ
ネ
利
活
用

お
詫
び
と
訂
正

本
紙
第
２
１
０
号（
２
０
２
２
年
４
月
18
日
発
行
）
７
㌻
に
掲
載
し
た
Ｓ
Ｋ
ジ
ャ

パ
ン
の
記
事
中
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。

【
誤
】
ア
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ミ
製
カ
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ー

【
正
】
溶
融
亜
鉛
メ
ッ
キ
鋼
板
カ
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ー

本
件
で
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
た
Ｓ
Ｋ
ジ
ャ
パ
ン
株
式
会
社
様
に
お
詫
び
し
、
右

記
の
通
り
訂
正
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
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Ｃ
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／
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ォ
ー
ア
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エ
ナ
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ー

車載蓄電池をリサイクルした
可搬型電源開発

日産自動車、JVCケンウッド、フォー
アールエナジーの3社は、日産の電気自
動車「リーフ」の再生（リサイクル）バッテリー
を利用したポータブル電源を共に開発することで
合意。4月にその開発中の試作品を公開した。
フォーアールエナジーは、リーフに車載されて

いた蓄電池のリサイクル事業を展開している。リ
サイクルバッテリーを利用したポータブル電源の
開発では、カーナビゲーションやドライブレコー
ダーなどの車載機器やポータブル電源の開発で培
った技術と知見を持つJVCケンウッドと協業し、
安全性はもちろん、使用済みバッテリーの再利用
に最適化した設計を行う。
3社は今後、開発を更に進めてリサイクルバッ

テリー仕様ポータブル電源の商品化を目指す。

◆自治体総合フェア2022
会期：2022年5月18日（水）～ 20日

（金）▷開催時間：10：00 ～ 17：
00▷入場料：無料（原則は招待券
持参者・事前登録者、ただし当日
登録者も可）▷会場：東京ビッグ
サイト 西展示棟･西3ホール（東京
都江東区有明3-21-1）▷主催：一
般社団法人日本経営協会/問合せ：
事務局03-3403-1333

◆ 第4回 建 設・ 測 量 生 産 性 向 上 展
（CSPI-EXPO）～次世代を担う最先

端技術が一堂に～
会期：2022年5月25日（水）～ 27日

（金）▷開催時間：10：00 ～ 17：
00（最終日のみ16：00まで）▷会
場：幕張メッセ（千葉市美浜区中
瀬2-1）▷主催：建設・測量生産性
向上展実行委員会/問合せ：事務
局03-6670-8968

◆JECA FAIR 2022 ～ 第70回 電 設 工
業展～
会期：2022年6月1日（水）～ 3日（金）
▷ 開 催 時 間： ＜1日 ＞10：30 ～
17：00 ／＜2日＞10：00 ～ 17：00
／＜3日＞10：00 ～ 16：30 ＊オ

ンラインの開催日時は5月9日（月）
9:00 ～ 7月29日（金 ）17:00、JECA 
FAIR公式サイト内にて開催予定▷
開催方法：実地＋オンライン▷会
場：東京ビッグサイト（東京国際
展示場）東1・2・3ホール（東京都
江東区有明3丁目11-1）▷主催：一
般社団法人日本電設工業協会/問
合せ：事務局03-5413-2163

◆エコテクノ2022 ～地球環境ソリュ
ーション展/エネルギー先端技術展～
会期：2022年7月6日（水）～ 8日（金）
▷開催時間：10：00 ～ 17：00（最終
日は16：00まで）▷入場料：無料（事
前登録制）▷会場：西日本総合展示
場 新館（北九州市小倉北区浅野3-8-
1）▷主催：福岡県／北九州市／公益
財団法人北九州観光コンベンション
協会/問合せ：（公財）北九州観光コ
ンベンション協会093-511-6800

◆下水道展'22東京
会 期：2022年8月2日（火 ）～ 5日

（金）▷開催時間：10：00 ～ 17：
00（初日の開館は10：30、最終日
の閉館は16：30）▷入場料：無料
▷会場：東京ビッグサイト 東展
示棟1・2・3、会議棟（東京都江
東区有明3-11-1）▷主催：公益社
団法人日本下水道協会/問合せ：

下水道展事務局（日経イベント・
プロ）03-6811-6119

◆スマートエネルギー Week【秋】
会期：2022年8月31日（水）～ 9月2
日（金）▷会場：幕張メッセ（千葉
市美浜区中瀬2-1）▷主催：RXジ
ャパン/問合せ：【出展に関して】
03-3349-8576 ／【来場に関して】
03-6629-9763

●バイオマス産業社会ネットワーク
(BIN)第206回研究会
会期：2022年5月28日（土）▷開催時間：
14：00 ～ 16：00▷開催方式：オンラ
イン▷参加費：会員＝BIN会員＝無料
／一般＝1,000円▷主催：NPO法人バイ
オマス産業社会ネットワーク(BIN)/申
込・詳細・問合せ：https://www.npob
in.net/activity/seminar.html#206

●令和4年度 第1回福島県再生可能
エネルギー関連産業推進研究会
会期：2022年5月31日（金）▷開催時
間：14：00 ～ 16：00▷開催方式：会
場＆オンライン▷会場：福島県ハイ
テクプラザ 多目的ホール（郡山市待
池台1-12）▷参加費：無料（研究会加
入必須）▷主催：福島県再生可能エネ
ルギー関連産業推進研究会/申込・詳
細・ 問 合 せ：https://energy-

agency-fukushima.com/topics/6287/
（福島県ハイテクプラザ内 公益財団
法人福島県産業振興センター エネル
ギー・エージェンシーふくしま）

●2022年度 太陽光発電設備の実践
的保守点検研修
会期：2022年6月1日（水）・2日（木）
＊予備日6月3日（金）▷開催時間（両
日とも予定）：9：00 ～ 17：00▷研
修場所：産業技術総合研究所 福島
再生可能エネルギー研究所（FREA）福
島県郡山市待池台2-2-9▷対象者：
福島県内に事業所を有する企業に所
属している（参加は福島県内で就業
している方を優先）／電気工事士も
しくは電気主任技術者の資格を有し
ている／ PV保守点検の経験がある
ことが望ましい／すべてのカリキュ
ラムに参加可能／ 2021年度に座学
に参加した方は実地のみの参加も可
能／次年度以降も研修の開催を予定
しているため継続して参加する意欲
があることが望ましい／今後PV保守
点検事業を継続する意欲がある▷実
技研修で必要なもの：電気作業用ヘ
ルメット、低圧用（DC750/AC600）の
絶縁保護手袋・長靴など▷参加費：
無料（事前申込制）▷主催：産業技術
総合研究所 再生可能エネルギー研

究センター 太陽光システムチーム/
申込先・詳細・問合せ：https://
www.aist.go.jp/fukushima/ja/
pvom2022/training.html

●FCDIC 第33回寺子屋式講習会
会期：2022年6月8日（水）▷開催時間：
13：00 ～ 16：50（開 幕12：30 ～）▷
開催方式：実地＋Zoomオンライン▷
会場：連合会館404会議室（東京都千
代田区神田駿河台3-2-11）▷参加費：
会員＝10,000円（不課税）／非会員＝
20,000円（税込）／学生＝6,000円（税
込）／メディア＝10,000円（税込）▷申
込 先・ 詳 細：https://www.fcdic.
com/2022/04/8004/▷主催：一般社団
法人燃料電池開発情報センター /問
合せ：事務局03-6206-0231

●2022年度 福島再生可能エネルギ
ー研究所 研究成果報告会
日時：2022年6月7日（火）9：50 ～
6月30日（木）17：00▷開催方式：
オンライン▷主催：産業技術総合
研究所 福島再生可能エネルギー
研究所（FREA）▷参加費：無料（事
前登録制）/申込先・詳細・問合
せ：https://www.aist.go.jp/fuk
ushima/ja/reports2022/

新エネルギー関連
イベントカレンダー（5月～ 8月）

※開催日時等内容に変更が生じる場合もあ
ります。詳細は各事務局資料でご確認下さい。

学会／セミナー／講演会

展示会
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